
の目的であ無 しようO-従って,亘れせれ毎朝 垂薄日的 .実状に即して,実施の時期 個 数 ･内容

の程度凌どをき均 ただその実施にあたって払 .u)1確費目的をもって,できるだけ焦点をしぼつて

行恋うことが大切でしょう｡教師の周到を準備と生徒の野外調査に対する必要感 ･意欲を充分喚起

して実施 し,更に事後の学習への党旗を盲せて行った夜ら喝 効果的な野外調査と怒るのではをh

でしょうか｡

以上訳 に説法 ということになってしまいましたが,受験その他で地理教育がゆがめられがちな

現在,私達は知級の糾b売Dに終らないよう地についた指噂をしていきたいものと思います｡

卒 業 し て 1 0 年

前 沢 智 恵 子

卒業 してつhK:10年を粍過しました｡学生時代には恕傍もつかない先の串のように思っていた

のiち 又 自分では今だに自覚は していをh'のですカi社会的レ,テルは ｢中年女｣をのかと思う此

頃です｡

先日クラス会に出席して久 し振かに,かしゃべDを楽 しみましたカi 卒黄 10年の具体的を状況

と払 独身の人達Jji,欧鵜 兼帯亜の外国旅行を楽 し4, 結婚した人選は,大体二子を待,上の子

は就学 と云う段階にあるようでした｡｢応独身もこぶつきも楽しからずやと云うところでしょうか,

各々に自分の屠場Jrrが,社会の中に家庭の中に安定 しているようT,商う櫛勺ホ ッとしたものの,全

く平穏無事と云うことセはをく,問題はどの時代でもつきをhのだと云う感じを受けせした｡

社会の仕組みも自分の能力の限界も分9,かと云って殊更に絶望とか劣等感と云う番も搾刻では

をhのです｡ カも 家族と云うーつの社会集団と一般社会とのレベルの絵心調和の具体的問題や,職

場でのあるべき壌とある姿の間鞄 子供への接 し方の問題をど現実の生活の中の問題は数限bなく,

その意味では現実生宿の其中にいる年代と云う気はいたしました｡何 とか元気に皆やっていると云

うのは反面全て卒薬時のように感受性が敏感ではをく怒ったと云 うことでは恋いでしょうか?

働き盛Dと中だるみは私達の相反する特徴のようです｡

仕事を通じて思うことですが,女の^には:自分の対象物 (夫 ･子供)に自分の全てを注いでしま

って,気がついた時は,自分のカ,パのお皿の中の水は干上っていたと云 うのがしばしばあるよう

ですoエネルギー不妹の法則 ･はをhのですカ与 自分で自分のお皿の中の水を補給することも忘れら

れ安いことで紘夜いかと恩うのです｡虻がしい日常の中にいてはついつい忘れ勝ちをのですが｡活

動的で多忙な生活を持つ苦労の中でこの次の段階の本当の中年に入る時期を迎えているように思い

壇した｡
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川 率先はどん夜でしょうか｡今度性旧師連 も ｢変ってはいをh竜一｣とはおっしゃいますせい !

これから先の空間を思 うと少々怖 くはあb壇すけれもそれに大分疲れてはいますけれど,一それでも

行かたければいけを高めでしょうぬ｡嫡被bbませずVC,身体を大串にして, やっぱb元気に笑って

クラス会を迎えたいと思ったことでした｡

ミ ヤ ス 先 生

阪 嘩 由 葉 チ

今春の卒業生に瀬かit,高風 LJ■～相模湖? とぬけて楽 しtr>ダペリングL, 帰b着 くと速達便です｡

何事をらんと見れば ｢日々の活躍の中から原職を｣とのこと.締切菅で5日間とはさてどうしたも

のか ･･･-こうい う余弦の運営の大変盲はよ(解るので,協力の気持を形に表すのも大切か ･.竜ど思

っていると翌朝の新開に ｢キセス先生｣ ｡ レ､わ く, ｢勤続十年前後油ののbきった所で育児のため

にやめていく--等 ｣々ピタ1)同じ悩みです｡私の場合やがて五つに怠る娘を市の保育所に安心 し

てか厳し1しているのT,恵まれている方ですが,それでも帰宅 してからは雲がわくようを雑事の遵

晩 さし追.,た調べ物で夜を徹することもあbますし｡その一方では生徒の若い魅力にとbつかれ

ている私でもあD,丁度高校入試問題が連日紙面を賑わ しクローズアップ盲れているのT, このひ

ずんだ侍暖 の中で生きる中学生とのつき合いを二,三メモ しようと思いたちましたO

よく父母か ら子供がとても反抗的だとか-レモノに言わるようを訴えを開 きますO実は成長の一

面ですが急に親から離れていくヤbきれ夜盲もあるでしょう. 新入生の頃はピ-テクバーチク母親

に甘える様にまといつくあどけな盲も,率農時に紘ヒダでも生える気賦払さ｡中学三年間は心身の

激動期です｡朝･r卦早 う｣といって見渡す50人はその顔の様に生活体験が適いますb集団指導と

その中の個人指導 と･･･････つくづくむづかしい年頃だなあーと実感 します. - 父親とぶつかって面

白く夜くオヤジの世話に凌るもんかと,･新開配達 しでかせ ぐ意地っ張 れがいました｡学校でも何か

とか わゝってはあばれるのでもめ串が多い子ですムあるでき串のあと4, 5人を呼んだら親分格の

鶴 ｢ぼくもでしょう･｣｢潜は呼ばをいわiJ ｢どうして竜｣r'署 には折にふれ云h尽 してきたも

のJ ｢･･････｣｢見込みをhからアキラメタンダ7-｣ と片目つぶってみせたら,山嵐みたいのがす

ごく淋しい顔をし壊すも 自制力の少い現代っ子じみた直線的行動とウラ-ラ.に憩い事 も知D,叱っ

てもらいたい純粋盲があb悼めません｡逆手に出ることも必要T,親が とかく気嫌を伺 う様に扱 う

となお葛ら荒れたDするようゼナ｡別 れの日 ｢先生生きててよ′｣とし1ったっけ｡念鹿の新線所で

自動車整肺をしていますカト ｢レ嬢 ずらするから一番前盲｣とその辺 も相変らずです｡ 主 値女｡.

伺度目の家出だろ うかo又 して私の魔の第二金曜 日にを った･･･-小 つも生理前をのですよ蘭雑を家
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